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林業を取りまく社会状況の変化によって，林業生産性の剛強と公益的磯能の拡充が叫ば

れている．この間の問題は別別のものではなく，表裏一体のものと考える方が本当であろ

う．林業生産性の珊強は即公益的効用の増大につながるものと考えられる．これが本来の

林業の姿と考えられるが，土地生産力の低いところでは必ずしもこの考え方は通用せず，

後者を主力とした森林施策が実施されなければならない．特に大都市，工場地帯周辺の森

林では，公益的槻能と林業生産が問題となっている．これらの地帯では公害が生じ，その

中で大気汚染が林木に及んでいるとも云われている．この様な情勢の時，国の助成特別研

究として「大気汚染の樹木に及ぼす影響並びに緑化樹育成法に関する研究」が昭和46年か

ら48年まで3カ年にわたってはじめられた．福岡県においても，北九州，大牟田の汚染都

市で林木との関係を調査し，その結果を本報にとりまとめた．未だ不明な点も多いこれら

の関係は林業のみならず他方面の研究と相侯って漸次解明されなければならない本報の

刊行に当り，日頃，当場の試験研究業務の遂行を運営について，御協力を賜っている各方

面の方々に対し，感謝申上げ，関係各位の御高批と御鞭健を切に願うものである．

1976年3月

福岡県林業試験場長佐藤邦夫
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樹 木 の 煙 害 に 関 する研究（第3報）

－大気汚染の樹木に及ぼす影群について－

中島康博＊・小河誠司＊・萩原幸弘*＊

Studiesonthesmokedamageoftree（3）

－EffectsofAirpollutiononthetrees-

YasuhiroNakashima,SeijiOgawa
andYukihiroHagihara

当試験場においては実態淵査対象樹諏として，スギ

(CryptomcriajaponicaD・Don.）を選定し，北九

州，大牟田工業地域を対象地域として実施した．柿栽

試験については大牟田市内を中心として実施し，現在

尚継統淵査中である．従って本報告は実態調査を主に

して取りまとめたものである．従って植栽試験につい

ては後日又報告する予定である．

内 容
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●
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はじめ

試験方
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謝辞

本研究をはじめるに当り，終始御指導をいただいた

当時の股林省林業試験場竹原秀雄場長，井|:敵雄技

官，林野庁研究普及裸佐藤卓企画官，菊池燕企両官，

研究実施に際し面接'1M接に指導激励をいただいた当時

の福岡県林業試験場入江進場長，安永利政場長をはじ

め，直接御協力と御援助をいただいた当場主計専門研

究貝，川脇為一郎専門研究員，森田市次技師，並尾久

光技師，111本雅敏技師その他多くの場員の方々，本研

究のきめ手となるいおう分析の器具（硫黄燃焼分析計

LECO）を御寄附いただいた土井財団，又機会ある度

に甑々御検討いただいた各関係県林試担当者の方々大

気汚染関係資料を心よく御教示していただいた稲岡県

環境盤Mi凪公害局公害課，北九州市公害対簸刷，大牟

田市公W対策室の方々，実態淵査林分の決定に棚l協力

をいただいた八幡股林邪務所，飯塚鰻林ﾘﾘ務所，筑後

農林耶務所林務課の方々と調査林分所有者の方々に心

からお礼を申上げます．

1．はじめに

産業経済活動の発展によるエネルギーの而要瑚大と

部市化の進展に伴って，大気汚染に起因すると思われ

る被審が各地に見られ，工業地W}および大都市の環境

緑化並びにその周辺地区の森林の保全が問腿となって

きている．

このため国立林業試験場などが行なった大気汚染に

関する基礎的研究および手法をもとにして，特別研究

開発促進事業として「大気汚染の樹木におよぼす影響

並びに緑化樹育成に関する試験」が1971年から1973

年まで3カ年間，全国12道県林業試験場で実施され

た．本試験の主目的は大気汚染のうち，我国で発生例

の多いいおう酸化物を主体に，樹木被害の実体を把握

することにより，喋境韮祁設定のための韮礎資料を得

ようとするものである。他方においては緑化樹の植裁

試験を行ない，その特性検定による耐性を明らかにす

ると同時に肥培管理等による耐性増加など被害軽減対

策の発展に関与し，今後の環境緑化計画等の推進に資

するものである．
2．試験方法

実態洲在は都市，工業地帯およびその周辺の森林

に，主要汚染源からの距離，その他の環境条{1:を考慮掌福岡県林業試験場＊＊大分県緑化推進課



2 福岡県林業試験秘時報第25号

2.5

如
幅
ｍ

目
②
い
◎
い
二
．
０
ハ
ョ
型
ヨ
山

】氏

0.5

3436384042444648YEAR
図－1いおう酸化物濃度の推移（二酸化鉛法）

Fig.－1TendencyofSulfurOxidesConcentration（Pbo2method）

職識
{/毛HIBIKINADA 詞

樋瀞；20
30KM25

鑑
耐陛

漂冒･ウ
短叩電
今＝－口

勘 と＝〆
二

蔭 ‐ｇ
ｑ
ｉ
ｐ

ｎ
Ｕ
ｊ

ｇ
ｑ
ｉ
ｐ

ｎ
Ｕ
ｊ

ｇ
ｑ
ｉ
ｐ

ｎ
Ｕ
ｊ

圭

､、
■‐

蕊劣弾
ｰ

、
F王

裳1， 悉罪

塞瀞
0808

;0 〃〃〃p
口

鏡
00

ヘ■ヘ■ヘ■

織蟻輪
ｑ
瞬
唄
ロ

②②

鰯尭
0

謡謡
gjO W

〃9
W

〃9 q○

典
,、 00、

;、

蕊；
ー

没
ー

没
6

､､

櫛猶
謡岬卿義

Qoo

列
銀
CD
銀
CD

NN蝿3 CC
〃

蝿
Pb

肥畠
宏サササ ぴ00

麦j踊溌』
0

§瀞噌
00ー

麺麺麺
″″

P

認冨鰐
ウ

図－2北九州地区 実 態 調 査 地
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Fig．－3ActuaI

表－1
T81bIc－1

大牟田地区実態調査地

investigatedareainOMUTAregion

樹勢衰退指標仙

Indicatorvalueoftreehealth

調査因子

、
、

項目

、、､

Item

Researchfactor、、
～

指標値とその皮合
Indicatorvalueandit，sdegree

桁標値0 指標値1 指棟値2 拓標値3

葉の構成

Compositionofleaf
旧葉多 旧葉 少 新葉のみ

葉の色調
Colorofleaf 濃 中 淡

葉の大きさ(長さ）
Lengthofleaf

正 常 l/4減 l/2減 3/4減

着葉量
Volumeofleaf 常 1/4減 1/2減 3/4減

新梢の伸び
Growthofnewtreetop

正 常 や や 悪 悪

葉 の変 色枯
Discolorationofleaf 正 術 1/4変色 1/2変色 3/4変色

枯死のときは15と表示
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表－2
Table－2

調 査地

Overallconditionof

形汚染との関係
Polluterelation

地

Geology
所在地調査

の地

No．

汚染方向反
対方向の別

Direction

方位

Direction

傾斜角

Gradient

斜面の位置

Slopepoint

標高

Sealevel

距離

Distance

Seat

|…耐｜“順"｜｜“蝿|⑲蝋．’ ’
１
１

－
一

大
０

N25W5～10。

|〃〃｜“｜｜”’。”’。’ S30W0－2 吟

｜”｜
T

l‘’
“｜
－

“’

凸
Ⅱ
８
０
Ｊ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
ｑ
■
▲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巳

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
６

１
１

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
ｇ
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
■
■
■

N55W0－3 山腹上部〃 宮崎 8.0

S10E111腹0－4 高田市下楠｢11 9．0

|￥．｜・’‐|〃”怖’峰。’ ’0－5 15

【）－6

【）－71瀞

|…艇．’'“｜｜“|台地縁'-8 N25W0－8

｡-''四Ⅲ…｜”。｜｜”｜‘Ⅲ'‘｜” N50W

|”＊・・｜”・’’1”｜〃｜”’ N40W0－10

隅|北九州"ヶ"｜‘。’｜‘｡’‘“’ ’N45W14

〃山離’551反対方向’701山腹下部l1OlS80E’K－2

|〃‘伽"｜‘。’｜”｜“’ ’SlOEK－3 20

〃職代｜」0．011151台地縁｜‘01N65W’K－ 4

|〃．"｜皿，｜｜“｜‘”｜”’ N30EK－5

N50EK－6

〃平尼台l1ZOll38Ol台地l21N7OE’K－7

|審春町谷山’120｜反対方向’18｡’山闘l331N40EK－8

|”“"｜'“｜｜”，｜“下繍’'一"’ N30WK－9

|…"Ⅲ｜”｡’｜”｡｜”｜“’ N60EK－10
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－－－－－画一一

の 概況

invcstigatcdarea

林 況
Standcondition

林令

Standage

人天の別と

混交11'1合
Artiiicial

orNatural

立木度

Stand

density

地表植物の種類

Kindofground
Hoorplants

符理状況

Management

42 純林
ha当

2，344
ヒサ カ キ ， イヌピワ

カ ナ ワ ラ ピ ，テイカカズラ

11 〃 4,044
イヌピワ

ドクダミ ，

ヒサ カ サ

スギナ

10 〃 3，077
ヒサカキ，ヤプツパキ

ススキ メダケ

14 〃 4,278 メダケ p ススキ

20 〃 2,220 メダケ , イノコヅチ

25 〃 2,424 メダケ p コチヂミザサ 48.12月間伐

15 〃 2,558
イヌピワ

スギナ
， フュイチゴ

9 〃 3,445
イヌピワ ， メダケ

ムラサキカタバミ

18 〃 1，778
ヒサカキ，ヤマハゼ

フユイチゴ，ワラピ

15 〃 2,267
ヒサカキ，

シシガシラ，

コンテリギ

フ ュ イ チ ゴ

6 一一 9,048 ヨモギ 48年住宅地となる

28 純林 2,667 ドクダミ イノコヅチ

16 〃 3,279
ヒサカキ

ツワプキ
，
９

ヤプ コ ウ ジ

カナワラピ

10 防 風林 6，061 ススキ

12 純林 2,830
ヒサカキ クロキ

オオカグマ，イ ノ デ
48年住宅地となる

20 〃 2,777
ヒサカキ

オオカグマ

クロキ

リユウノヒデ

13 〃 5，051 メダケ，イタドリ ススキ

7 〃 2,807
アオキ，コチヂミサザ
ナルコユリ

8
一部ヒノキ

〃
3,828

ヒサカキ

ドクダミ

、 テ イカカズラ

14
一部ヒノキ

〃
2,286

タラノキ，メダケ
リユウノヒデ
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表－3

Tnble-3

調査地の概況

Overallsoilcondition

学
ical

理

Phys

鯉|甫一皇一意
f蝿｜：銅｜"｡‘｜“｜”
|”’ ’ ’

？

Cr2 L 湿

|”’ ’ ’Mas5 L（c） 渦

|↓’’ ’3 Msa20 湿

｜，｜"鑑｜“｜“
｜”｜品｡｜↓｜”

3

3

調査

地の

No．

0－ 1

一

0－2

一

0－3

－

0－4

0－5

0－6

所在地

Seat

大牟田市岬

〃〃

〃 宮崎

高田Tij下楠田

〃 飯竹

山川町河原内

母材

Parent

material

第三紀層

〃

結晶片岩

〃

沖積層

〃

土 壌 型

Soil

types

BD(W）

BE

BD

BD(W）

BE

BD(W）

0－7 瀬高町広瀬 結晶片岩
BE～BD

(W）
1 23 Cr CL 湿

0－8 筑後市欠塚 洪秋層 BD(W） 2 35
Cr

Mas
CL 湿

0－9 広川町日吉 第三紀層 BD 1 6 Cr CL 湿

0－10 黒木町今 洪 積 層 BD 1 30 Mas CL 湿

K－l 北九州市鞘ケ谷 安山岩質 BD（d） 0 6 Mas CL 潤

K－2 〃 山路 〃 BD(W） 2
A－B

30
Bro L 湿

K－3

K－4

K－5

K－6

K－7

K－8

K－9

K－lO

’
’
’
’
’

’
’
’

〃 中風

〃 横代

〃 志井

〃 横山

〃 平尾台

香春町谷山

〃 鏡山

赤村大内 田

砂岩

洪 積層

砂岩

〃

’BD（d） ’
lR（D)’
lR（D)’
’BD ’

3

2

3

3

’
’
’
’

10

ナ シ

4

15

~若~反~言~｢面1－瓦一「冒了
砂岩

結晶片岩

花樹岩

’
’
’

BD(W）

BD

BD

’
’
’

2

4

3

’
’
’

23

25

12

Cr

－

Mas

Cr

Mas

Cr

Mas

Cr

’
’

CL ’
’

｜Cl
｜Cl
｜Cl

’
’

GeL

CL

’
’

|‘’

湿

－

湿

湿

湿

湿

湿

湿
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（土壌の理化学性）

ofinvestigatedarea

可 孟孟一一r…~『一可

P

t

B 層 A閥 Bノ凶

厚 さ

Ｃ
十

70十

60＋

構 造

一

Mas

Mas

－

Mas

土性

L

L

L(c）

湿

湿

水

湿

澗

P

4.9

4.5

4.6

N

含む

富む

含む

P205

含む

〃

〃

K20

含む

〃

〃

P

4.7

4.7

4.0

N

含む

やや欠く

〃

P205

僅かに

含む

〃

〃

K20

髄かに
含む

〃

〃

60＋ as L 湿 5.0 ﾉノ 〃 〃 5.0 〃 〃 〃

70十 Mas CL 湿 3.8 商む 〃 〃 4.0 含む 〃 〃

62 as L 潤 3.6 〃 〃 〃 4.3 〃 〃 〃

60十 Mas C L 湿 3.9 〃 〃 〃 4．4 富む 含む 含む

60十 as C L 湿 4.5 含む 〃 〃 4.6 含む
僅かに

含む

倣かに

含む

60十 Mas CL 湿 4．1 〃 〃 〃 4.0 〃 〃 〃

80

70十

50

as

Mas

Mas

C L

CL

L

湿

洲

湿

4.7

5.3

4.3

富む

含む

〃

〃

僅かに

含む

〃

〃

髄かに

含む

〃

4.7

4．4

4．1

’
’
’

ﾉノ

一

やや欠く

含む

含む

僅かに

含む

〃

ﾉノ

〃

〃

80十 Bro L 湿 4.2 〃 含む 〃 4．1 ’やや欠く 〃 〃

60十 Bro CL 油 5.0 － 一 － 5．1 ’〃 〃 〃

50十 as C 湿 5．1 含む 含む
僅かに

含む
4．1 ’〃 〃 〃

60十 Mas C 湿 5.7 富む 〃 〃 5．1 含む ﾉﾉ 〃

70十 Mas C 湿 5.5 〃 〃 ﾉノ 4．5 〃 〃 〃

55十

60十

Bro

Mas

Mas

GCL

CL

湿

湿

5.3

6．1

〃

〃

〃

〃

含む

倣かに
含む

一

4．7

－

4．8

窟む

含む

含む

髄かに

含む

含む

価かに

含む

60＋ Mas CL 湿 4.8 〃 〃 含む 4．9 〃 ’含む 含む

A 閥

構 造 土性 水湿 P N P205 K20 P N P205

Mas L 湿 4.9 含む 含む 含む 4.7 含む
僅かに

含む

aS L 湿 4.5 富む 〃 〃 4.7 やや欠く 〃
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して調査地を設定し，いおう酸化物による大気汚染の

度合，葉中のいおう含量および樹木の生長などを洲査

して，これらの相互関係について検討を加え，大気汚

染の樹木に与える影響について明らかにするものであ

る．調査，試験方法については林野庁で実施設$|･0)7)8）

がなされ，同一方法で各県歩調をそろえて実施した．

当場関係分について以下具体的に記述する．

2－1対象地域

対象地域は大気汚染の商い工業地域，都市およびそ

の周辺に選定した．福岡県においてこの地域に該当す

るものとしては長い工業都市として歴史をもつ，北九

州市，大牟田市があり，都市として福岡市がある．い

おう酸化物濃度で見ると図－12)でわかるように北九

州市と大牟田市が高く，全国的にも汚染都市のレベル

にあることを示している．このため本研究の対象地域

を北九州市地域と大牟田市地域の2カ所に選定した．

図－2，図－3に示すように北九州市地域は小倉を中

心にほぼ南に30kmの範囲で田川郡赤村までとし，

大牟田市地域は大牟田市を中心に対象林分の分布関係

を考噸して東北東に30kmの範囲で八女鼎木町まで

とした．

2－2実態調査対象樹種

実態淵査の対象樹種はつとめて各調査地域に共通す

るものを選定することにし，本県ではスギを対象とし

た．尚スギを対象樹諏としたところは本県の他にi;｛山

県がある．又本県の対象樹郡スギの場合，北九州市地

域は実生スギ，大牟田市地域は主としてサシスギが対

象となった．

2－3調査地の設定

洲査地は主要汚染源から10kmまでは2．5kmご

1

表－4

TabIc-4

昭 和 4 6 年

Meterological

観測 所

位慨

No．

観測所名

Observation

station

46年

1 2 3 4 5 6

A 大牟田新港
平均気温
降水通

5.4

51

6.8

79

9.4

83

15.6

39

19．0

202

23.2

528

B 羽犬塚

(筑後市）

平均気温
降 水 量
風速

風向

4.3

64.9

2．1

6.2

72.7

2．2

8．2

91．0

2．7

<－休止期間の風向一＞

8
NNE20％③NE13％
WNWl3号④W10％

14．9

45．5

2．7

18.4

58.4

2．3

2

23.4

301．7

2．8

← 生育期間

①SW30％
②NE18％

C 黒 木
平均気温

降 水 鼠

4.0

65

6．1

69

8.4

103

14．7

43

18．6

260

23.4

447

， 久 留米
平均気温
降水量

4.3

69

5.6

74

8．1

99

14．7

41

18．6

251

23.3

296

E 沖端(柳川市）
平均気温

降水量

4.4

74

6．2

104

8.2

81

15．5

45

19．0

223

23.6

324

F 小 倉

曽根航 空

平均気温

降水世
風速

風向

９
０
８

４
Ｌ
ｚ

10

5.6

69.6

2．8

8.0

70.0

3，7

←－休止期間の風161－＞

①NNW18％③WNW18％
②NW18％④ESE17％

13.8

39.0

3．0

17．6

150.5

2．4

22.8

242

3.4

← 生育

8韮E篭
期間

G 小倉北方
平均気温
降水量

5．7

130

6．2

86

8.7

87

14．5

87

18．7

123

23.1

208

泉 行橋
平均気温
降水量

4.4

87

5.0

86

7.7

93

13．3

42

17．6

151

22.6

212
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と，それ以上は20～30kmの範囲で約5kmごとに

常風方向，地形等を考慮して，それぞれ10ケ所づつ

設定した（図－2図－3参照)．

2－4大気中におけるいおう酸化物濃度の測定

各淵査地内はシェルターを侭き，二酸化鉛法'2）

(PbO2）により測定した．二酸化鉛は大気汚染測定用

イギリス標準品の，.S､1.R・を使用した．又主要汚

染源近くの調査地では最寄りの市観測の資料を使川し

た．

2－5葉中のいおう含有量

調査地ごとに選定した3本の試料採取木のクローネ

から葉を採取して，これを乾燥粉砕して分析試料とし

た．このように洲盤された試料を燃焼ルツボに一定埜

とり，これに助燃剤を加え酸素を通じながら燃焼さ

せ，沃度カリ液で滴定して葉中の全いおうを葉令別，

時期別に分析測定した．分析はいおう燃焼分析計

(LECO）によった．

2－6樹木の衰退状況

鯛査当初に20本の調査木を選定し，その樹勢につ

いて洲在した．樹勢の判定因子は表－1のとおりで，

各因子に指数を与えその合計値で樹勢の汲良状態を

0，股悪の状態（枯死）を15とした指数で表した．

なお，葉などに現われた大気汚染による被害症状など

についても洲査し妃録した．

2－7樹木の生育状況

樹木の生育洲充は各年の生長休止期に胸商直径およ

び樹尚，そのほか新梢の伸び等について測定した．さ

らに樹木の生育経過から大気汚染の樹木に対する影響

を推定するため棚紳析解によって調査検討した．

気象状況調査表

observationdatel971

7 8 9 10 11 12

計

Total

平均

Average

台風豪雨等
異常気象状況
Accidental

weather

27.8

356

27．4

236

24.6

281

18．2

34

13.7

9

8．4

40

199．5

1．938

16．7

161．5

27.8

66.7

3．4

2

26．7

301．1

3.1

23.9

194.5

2．6

17．0

47．4

2．2

12．9

12．6

2．0

7.3

38.2

1．9

191.0

694.7

30．0

1

15．8

141．2

2.5

｡C

1，m

m/sec

の

③
風向
NEN21

→

％
④SWS15％

←休止期1111の風向一

8
NNE43％③NNW7％
W10％④WNW7％

46年7月21日～26日大雨
8月5日台風19号
8月29日台風23号

27.8

353

26．6

390

23.7

183

16．9

43

12．6

17

7.0

47

189.8

2,020

15．8

168.3

28.0

312
／
／

23.4

175

16．7

27

12.1

6

6.7

42
’
一

一
一

28.7

245

27.5

303

24．2

179

17．5

36

13．4

15

7.5

60

195．7

1，689

16．3

147．1

27.9

365

2．5

27.0

138.5

4．0

23．2

203.5

2．3

16．8

45．5

2．9

12．8

9．5

3．0

7．4

61．5

2．8

187.8

1,495.5
35.6

15．7

124．6

3．0

の 風向一＞

③NW13％
④NWW11％

－ 休 止期間の風向一＞

)WEW20％
DNW15％ 8

ESE11％
SE10％

29．0

298

28.0

110

24.3

185

17．9 14．7

9

8．8

58

199．6

1．424

16．6

118．6

28．4

361

26.8

186

23.3

198

26．6

52

12．5

11

7．1

54

195．3

1，533

16．2

127.8
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2－8病虫害調盃

調査木毎に病虫Jiﾘの弥生の有無祁類等を樹勢調査

時に併せて調査した．

ず，一部神寺林分（平地)，防風林等も調査地とし

た．表－3は洲査地の土壌関係を表にしたもので，各

調査地の土壊も母材もまちまちで土壌の理化学性につ

いても必ずしも均一ではない．ただ，スギの造林地で

あるためにBI)(a)～BEの土塊型にはいり，適澗性土

殴から弱湿性土駆である．

おおまかに云えば汚染源から，はなれる程土壊もよ

いが，各調査地間を比較すれば必ずしもそうではな

い．又平坦地では地下水の影響があるように思われ

る．

表－4，表－5，表－6は調査地附近の観測地（位

隠は図－2，図－3にアルファベット記号で図示）の

昭和46～48年の気象航を示したものである．生育期

の風向として大牟IⅡ地区は調査地方向に吹く風が多い

が，北九州地区では北よりの風はやや少く，南，東に

3．試験結果

3－1調査地の概況

調査地の概況は表－2，表－3に示すとおりであ

る．位置については図－2，図－3で示している．ス

ギを対象木として選定したために汚染源のごく近くで

は調査地を設定することが出来ず，大牟田地区で4．8

km，北九州地区で3．0kmが股も汚染源に近い調査

地となった．樹令は10～20年生の人工林を対象とし

て考えたが，距離，位1段蝉から20年生以上のところ

や，10年生以下のものもはいって来た．又林業経営

上の林分だけでは仲々思うように洲査地が設定でき

寺

表－5．

TaI〕Ie－5

昭 和 4 7 年

Meteorological

Ｉ
１
１

観測所名

Observation
station

1 2 3 4 5 6

大牟111新港
平均気温
降水皿

7．9

166

7．6

125

10．6

102

14．9

176

19．2

160

23．8

477

， 久 研米
平均気温
降水量

6.5

230

6．0

100

9.3

／

14．1

221

18．3

131

22．0

496

E 沖端(柳川市）
平均気温
降水俄

7．1

166

7．1

105

10．1

125

15．3

205

19．2

163

23.8

426

F 小 愈

(曽根航空）

平均気槻

降 水 舷
風速

風向

９
０
９

９
●
■

６
９
２

15

6．4

14．5

3．5

1

8.4

155

2.7

←一休止期間の風向一＞

8
NW20％③N15％
NWW16％④SE13％

12．7

190

3.1

17．1

174

3．3

21．3

496

2.5

← 生育

①ESE21％
②SE15％

期間

G 小倉北方
平均気温
降水鉦

6．4

142

7．4

103

9．9

132

14．3

152

18．3

131

22.5

331

H 泉（行橋）
平均気温
降水斌

6．6

183

6．2

128

8.9

162

12．7

222

17．4

179

21．6

509



中島．,l､河・萩原：樹木の煙害に関する研究（第3報） 11

よった風が主力となり，淵査地の方向が必ずしも主風

の方向に一致してはいない．

3－2大気汚染の概況

大気汚染物質の代表的なものとしていおう酸化物が

あり，その測定には稲々の方法が川いられている．本

研究ではいおう酸化物をPbO2法で測定した．この

方法では溶液導心率法（pI〕、）が附時波庇測定するの

に対し，或一定期|州（例えば1ケ月）のいおう酸化日

平均量で把握されるため，瞬'1I的な股大濃度，日濃度

は測定出来ない．しかしながら，植物との関係を研究

する場合の総通的な考え方からするとPbO2法も有

力な手掛りを与える方法である．この方法で常に問題

になることはそのシェルターをどこに投匠するかであ

るが，筆者等の場合は柵侮休分のすぐ前而（汚染源

側）に1.2～1.5mの商さに緋を立て，その上にシ

気象状況畑狂表

observationdatal972

エルターを固定した．シェルターは毎月の30～31日

又は毎月の1～2日の範囲内に取替え，ほぼその月の

汚染をつかむようにした．

汚染の状況は表－7，表－8の通りで|旧和46年9

月より48年12月まで測定した．大牟田の1，2は近

距離のため，2の地点で測定しIも伺波度とみて表示

した．北九州の1地点は近くに北九州市の観測点があ

り，その観測結果を表示したものである．全国的な汚

染の状況は本研究関係県のものを表－9として表示し

た．これによると神奈川（川崎)，愛知（名古屋)，

福岡（北九州）などがPbO2価が高い．又図－7，

図－8は調査地でのPbO2値であり，市の平均値は

図－1に示したが市の中心工業地区では48年におい

て，北九州市内で1.16，大牟田市内で1．45の平均

値を記録しているところがあった2'．一般には汚染源

の風向一一＞

③NW10％
④NNW9％

←－休止期間の風向一〉

①NW26％②WNW15％
③SE15％④ESE11％

27.7 27.4 23.5 18．2

524 243 82 68

26.4 26．5 22.6 16．9

572 210 130 63

12．0 8．3

150 49

12．1 6．9

150 72

195.9

2,107

184．8

2，580

16．3

175.5

15．4

215
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35

０
５
０
５

３
２
２
１
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．
、
大
臥
寺
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A

10

5

436384042444648VEハ慣

図－4降下ぱいじ ん 丘 の 推 移

Fig．－4TendencyofFalldustvolume

表－6

Table－6

昭和48年

Meteorogical
－

6

23.0

230

|壕’
15．9 22.8

331．8 355.3

2．52.4

←－生育期間

①SW18％
②N14％

22.4

328

１
１

22.5

438

23.5

341

雪'菱’ ’
17． 20.71

5232. 256.5

3．7 3.0

←一生育期間

8
ESE22％
SE13％ １

１

’22.5

185
’

21．8

’322

－

観測所
位置
No．

Mark

観測所須

Observation

station

1 2 3 4 5

A 大牟田新港
平均気温

降水量

7.8

91

8．0

100

9.5

32

16．5

414

19．4

256

B 羽犬塚

(筑後市）

平均気温
降水量
風速

風向

7．4

95

1．9

7.6

95

2．0

４
６
６

・
５
．

９
２

←休止期間の 風 向 一 ＞

8
NNE26％③WNW10％
NW13％④N10％

C 木II1
Fn1

平均気温
降水杜

6．6

100

7．1

104

8.6

58

15．7

399

18．4

203

， 久研米
平均気温
降水鉦

6.7

106

7.2

80

9.4

45

15．9

284

19．3

200

E 沖端(柳川市）
平均気温
降水九t

7.3

87

7.6

94

9.5

57

16．6

335

19．9

169

F 小 倉

(凶根航空）

平均気批
降水駈
風速

風向

6.4

238

3.1

6.7

76

2．8

8．5

23

3．1

←休止期間の風向一＞

①NW19％
②NNW18％

③ESE13％
④WNWl1％

G 小倉北方
平均気温
降水量

7．4

142

7.8

61

9．6

18

15．9

196

18．1

180

泉（行橋）
平均気温
降水量

6．5

149

6.8

74

8.7

40

15．0

225

17.9

179
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査地が他目的に利用されたため，林分が消滅したので

調査を途中で打切った．前にも述べたように土壌因子

がぱらぱらで，土地生産力が異なり，各調査地間には

っきりした生長鍬だけでの一定した傾向は見られな

い．

3－4調査林分の衰退状況

表－1に示した規KIIによって各洲査地のスギ試験木

について調査した一覧表を表－12，表－13として示

した．この表から，3カ年の傾向は殆んど毎年同じで

あり，北九州の方が大牟田に比較して衰退が多く’共

に汚染源から遠ざかるにつれて衰退値が減少してい

る．

3－5葉中いおう含量

各調査地の標準木の葉中いおう含吐を測定した結果

をとりまとめたものが，表－14，表－15である．葉

から，はなれる程PbO2航が少くなるが県内の非汚

染地域と思われる30km地点附近でも0．1程度の値

を示している．

この様にいおう酸化物の11'〔と共に大気汚染は諏々の

ものが含まれているのが勝ilmでこれら市内の降下ぱい

じんの年平均は図－4に示した．いおう酸化物もそう

であるように降下ぱいじんにおいても斑境規則制がき

びしくなって来たこと，工甥の排出規則聯で年々汚染

が少くなっていることが調査地においても認められ

る．

3－3調査林分の生育状況

調査林分のスギの生長関係を調査し，3ケ年におけ

る毎年の生長量を樹高，直径などについて表示したも

のが表－10，表－11である．

表－11で北－1は3年目，北－5は2年目から調

Q

気 象状況調恋表

Cl身servationdatal973

I

→

－＞

｡■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

7 8 9 10 11 12

叶

Total

平均

Average

台風豪雨等
異常気象状況
Accidental

weather

28.4

187

29.5

61

23．3

323

18．3

110

11．9

33

5.9

18

201．5

1，855

16．8

154.5

28.5

158．8

2.5

28.6

20.6

2．3

22.6

323.1

2．0

17．4

111．0

2.0

11．1

24．5

2．1

4．8

18．4

2．0

1
9

194.7

762.7

26．8

16.2

46.8

2．2

｡C

InIn

m/sec

←一休止期間の風向一＞
①
②

N16％③W13％
NW13％④SW13％

28.4

13

22．3

296

17．3

72

10．6

29

4.5

19

189．8

1，832

15．8

152.6

28.4

52

22．2

287

16．9

84

10．6

23

3.9

23

191．5

2，006

15．9

167．1

29.8

35

23.5

321

17．8

116

11．6

29

5．1

31

201．7

1，791

16．8

149.2

36.8

10.0

2．3

21．4

193.0

2．2

16．4

16．5

2．5

1

10．5

23．5

3．4

4.7

28.5

3．7

179.9

36.0

15．0
－

3.0

←－休止期間の風向一＞

①NW34％③WNW18％
②NNW20％④SE5％

29.5

63

23.3

118

18．0

86

12．4

22

6.4

28

199．3

1．220

16．6

101．6

28.5

68

22.5

261

16．9

99

10．9

36

5.2

45

188．7

1，634

15．7

136．1
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表－7大気中のSO3濃度、g/lOOcm2/PbO2

TabIe-7SulfurOxidesconcentrationinair

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 一

』

’I…|"鯨|,""|鯛'|'淵|'淵1棚|'淵!'雛綱捌|淵’
』

職|淵に識|柵|鵬|淵|縦|淵|溌耀|凝賎|淵１
１
１

’淵|観|淵|淵l:”|淵|淵’ ！ iI ’
0．127

0．234

0．258

0．204

0．297

0．102

0．198

0．208

0．114

0．196

0．253

0．101

0.327

0.297

|柵|聯に瀧|淵|雛|糊|:鰯|淵’ |撫蝿
0．391

0．373

0．188

0.419

0.406

十淵|澱|磯|淵|淵|脇|縦|淵’ |慨’’'1詞
0.425

0.537

0.177

0．484

0．272

0．331

0.440

0.432

0.228

j臓|鵬|淵|淵|鵬|淵|淵!概’ ’I’|淵’
0.245

0.153

0.073

0．280

0．169

0．100

0．191

0．237

0．043

0．200

0．119

0．039

中いおう含皿は0.027～0.271乾物％の範囲で検出さ

れ，当年蕊に比較して2年蕊に多く含まれている傾向

がある．又含迅値は調査木の試料によって変化し，股

小～般大は倍に近いようなものもあった．

3－6その他

大気汚染によると思われる可視的被響はこの程度の

汚染範囲では兄られなかった．北九州－1において夏

期新莱の葉先に測色の変色が,忍められたが，その原因

についてははっきりしない．

各洲査林分について病虫害調査を実施し，その結果

を表－10，表－11の末尾棚に示している．病気はミ

ゾグサレ病，害虫はカイガラムシ，スギハダニ，スギ

カミキリ，スギタマバエ等があり，汚染源に近い方に

カイガラムシ，ハダニが多いようにも思われるが，こ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

年

平均

Year

Ave．

17.憾0．472

0．282

0.503

0.391

0．748

0．487

0.662

0.725

0.542

0．415

0．509

0．440

0.432

0.395

0.225

0.548

0.490

0.442

0.286

0.379

0.363

0.210

0.432

0.387

0.304

0．371

0．390

0．215

0．473

0．391

0．453

0．431

19．0

46年

47年
48年

0.190

0.093

0．186

0．156

0．201

0．193

0.234

0.291

0．224

0．177

0．211

0．147

0.225

0.296

0．168

0．270

0．157

0．158

0．034

0．106

0．126

0．034

0．166

0．234

0．105

0．118

0．131

0．060

0．191

0．155

0．192

0．183

26.0

46年

47年
48年

0．176

0．135

0．152

0．146

0.258

0.208

0．270

0．235

0.201

0.289

0．198

0．045

0．154

0．133

0．162

0．156

0.202

0.296

0.114

0．068

0．141

0．061

0．157

0．152

0．119

0．108

0．166

0．186

0．194

0．146

0．203

0．147

30.0
46年
47年
48年

0．238

0．101

0．184

0．126

0．245

0．154

0．154

0．299

0.246

0.040

0．197

0．106

0．245

0．168

0．141

0．210

0．175

0．201

0．092

0．108

0．150

0．088

0．206

0．162

0．112

0．112

0．121

0．067

0．190

0．130

0．191

0．143



15中島・小河・萩原：樹木の煙審に関する研究（第3報）

表－8大気中のSO3濃度、g/lOOcm2/PbO2
Table-8SO3concentrationsinair

イ

る．SO22～5ppmの30分処理（7～8日）で新莱

先端部の変色が認められている．

縦者等は岐初はSO2に弱いマツを対象として考え

たが，まとまったマツ林が少ないこととマツクイ虫被

害が噸大してゆく中で3ケ年の調査期間中，果してマ

ツの生存が十分である保障もなかったので，汚染源に

近いところではその分布が少いが，少しはなれればま

とまった林分が存在するスギを対象にしたわけであ

る．

4－1いおう酸化物汚染

北九州，大牟田地区のいおう酸化物汚染については

図－1に示した様に汚染がひどく，又歴史的にもその

れだけの例でははっきりしない．

4．考察

以上3ケ年にわたる研究結果を掲げたので樹木に与

える影響，即ち，いおう酸化物とスギとの関係につい

て考察したい．スギのいおう酸化物に対する，感受性

は一般樹木の中では平均より強いものとされている．

林業主要樹種では筆者等のSO2実験でもその強弱は

ヒノキ＞スギ＞クロマツ，アカマツでスギはヒノキと

マツの中間的な反応を呈した3》4)．急性的症状では新

災の先から灰白変色がはじまり，淡度が尚くなれば新

災全体から新枝古葉まで変色し，妓終的には禍色とな

､や～

湖
張
恥

I

、

’
距
離

の
○
口
旬
や
黒
口

月別Month

1

年
別
目
の
湯

I

I

1

｜

｜

、
．
‐
‐
Ｉ

3 4 5 7

１
１
１

6 8 9 10 11 12

年平均

Year

Ave．

4～10

月平均

GroWth

season

Ave．

０
１
．
２

4.8

5.1

46年
47年
48年

0．281

0．181

0．119

0．339淵|澱0.213

0.236

0.404

0.089

0.339

0.252
…|::髭
0.35210.096

::髭|"2‘
｡､0751淵

0．189

0．213

0．129

0.237

0.220

0.253

0.222

０
３

8.0

46年
47年
48年

’
0．128'0.166

0.14310.142

’’
0.1680.25610.241
0.12610.29510.253

0．362

0．128

0．270

0．191

0.,6910.U41q1,20.0,70
…|淵職::謡

0．127

0．144

0．083

0．208

0．164

0．270

0．197

０
４ 9.0

年
年
年

６
７
８

４
４
４

｡､2031.．
ﾄ

0．1530．
’ ,:雑;:*“:|：

｜0.172
2340．2060．207

2790．2250．091
11 |I撫擁 0．201

0．196

0.218

0.213

０
５

12．0

46年

47年
48年

0．169

0．073

１
１

0.08710.281
■

0．2050．156
！ “:|縦|淵

’0.095'0.11210.108'0.142

雛職制:謡|鵬
0．244

0．196

0．270

0．231

０
６ 14．0

46年

47年
48年

0．131

0．097:““|淵0.2261"701
0“!|0.1731

■ I

0.0930.089p､155
0．2250．2180．214

0．0740．
’ 07410.100

0．127

0．090

0．129

0．183

0．175

0.209

0.207

０
７ 19．0

46年
47年
48年

0.085

0.064

0．059

0．135

0．111

0．047

"｡‘'0個31"‘，
0．00,'0“210.027

0.197

0.254

'0.0690.

:総|::職

’

謹鰭
0.076

0.087

0.099

0．137

0．081

0．164

0．076

０
８ 24．0

46年
47年
48年

0．106

0．046:糾瀧|洲0．173

0．135:“雛
0．132

0．246

0．067

0．110

0．085

0．129

0．151

0．128

0．164

0．148

Ｏ
９
－
Ｏ
ｍ

28．0

30．0

46年
47年
48年

46年

47年
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’
I
淵|淵|淵|糊|柵|淵|:“織鱗
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0．116

0．096
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0.064
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0．157
－－

0．172
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0．151
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表－9各調壷地におけるPbO2値が示すいおう酸化物による大気汚染の度合

Table－9Degreeofairpollutiononthesulfuroxides

（byPbO2valueateachinvestigatedarea）

（SO3mg/day/l00cm2PbO2）

、 年Year
L，

県名一一
Prefecture

Name 、～
北 海道

福脇

茨城

千葉

神奈川

炉▲ず

仏 11 1

〃岡

愛知

兵叩

岡山

徳局

福岡（北九州）

471972

妓 低値
●

Inln

(0.05）
0．04

(0.10）
0

(0.05）
0

(0.06）
0．01

(0.50）
0．40

(0.03）
0．01

(0．13）
0

(0.07）
0．03

(0．11）
0．02

(0．05）
0

(0．09）
0．02

(0.19）
0．12

最 高値
InaX

(0.28）
0．36

(0.35）
0．81

(0.31）
0．68

(0.14）
0．25

(2.16）
3．25

(0.28）
0．50

(0.61）
0．79

(1.87)窯（0.75）
2．64率 1．38

(0.31）
0．85

(0.63）
1．06

(0.35）
0．55

〔0.71）
1．00

481973

汲 低値
●

Imln

(0.05）
0．03

(0.09）
0．02

(0.11）
0

(0.07）
0．01

(0.29）
0．15

(0.04）
0．02

(0.08）
0

(0.07）
0．02

(0.12）
0.01

(0.06）
0

(0.03）
0．01

(0.13）
0．03

最高値
nlax

(0.28）
0．34

(0.74）
1．21

(0.33）
0．69

(0.20）
0．35

(1.17）
1．51

(0.28）
0．48

(0.54）
0．78

(1.38)＊（0.84）
1．84＊ 1．08

(0.28）
0．47

(0.60）
1．60（Ⅳ）

(0.41）
0．93

(0.48）
0．92

l〃(火準mlwl（雛）’（棚lwl
注（ ）は年平均の値，＊は緑地

汚染は古い。岐近になって汚染観測がはじめられたた

め，以前についてはその資料がないが，岐近ではI旧和

”年頃から次蛎に汚染が商まり，｜旧和44年北九州

1.47大牟田1．58（2酸化鉛法）がピークとなって

それ以後急激に汚染が城少し，1冊和48年ではピーク

の半分以下の0.68,0.58となっている．これは環境

基準の強化によるところが大であると思われる．汚染

の広がりについては工場地域，都市の大きさからも北

九州で広く，大牟田は狭い．ただ中心地域の汚染の濃

度はよく似通った波度となっている．

いおう酸化物汚染はこのように汚染源を''1心に四方

に拡散するものであるが，周囲の地形変化，風向等に

よってその汚染状況が変化する．本研究の実態洲査地

を煙源から直線的にむすんだ地形変化を示したものが

図－5，図－6である．

北九州では15～18km地点に平尼台地500～600m

が衝立のようにあり，その前面に100～200mの低山

地帯が存在する．大牟田では一般に平坦地形である
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形，平坦地形にあったりして，地形変化が多い．従っ

て汚染の受け方が異なり，一般的に汚染源からの方

向，凸部，距離を考慮すれば，よく適合した汚染度が

が，所々に100～200mの低山があり，0～10の場合

は300m前後の山が巡統的に存在する．この様なこ

とから実態調査地は汚染側，その逆側があり，又凸地

』

一
KITAKYUSYU

20

“

20

Ｈ
ｍ

200

０
０
◎

６
４
２

Km

図－5煙源から実態調盃地までの地形

Fig．-5Topographyfromsmokesourcestoactualinvestigatedarea

"也多
ー

OMUTA
2

堂OO

宜◎

2

H”
、

2

30
Km

20 2510 150 5

図－6煙原から実態澗在地までの地形

Fig．-6Topographyfromsmokesourcestoactualinvestigatedarea
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表－10

T81blc-10

樹 木の

Growthcondition

罰｜滴径牛長騒（DBH）｜クローネ禰郷 目r獄￥り

O謝濃度｜説

DwthlI］

。皿11M【】

目｜Z年目lIj年目11年目’2年目｜d年月’1年Iヨ’2年目13年日11年目’2母三目｜ij年信

48五EO－37C

【)．《ゴリ10．4310．4810－810－41［ 【)－4blO－HZl（】
48f霊（］

』．U610．4710．4111．010．710．813．8013．9514．00105110－8310．f
48fEO－29

J、1710．2Z’0．1310．610．310皇412．0512．0012．0210．1510．3910
48昼圭0－406

【〕･ZblO‐4810．6010－510．51C 4013．6310二4310－7K＄IC
48f腿0－19

8812．9410－3410－831（］
48年C

］481Q501C
48公昌（］

[EO今194
]皇37IO－99II－C 【)‐6I【】 S 1 0 － f

4 8 年 0 － 1 4店

瀧淵：｜舟’0.3910.6610.5910.910.710.71a8613.98 O－b511－O510－6f

表－11

Tal》le-11

樹 木の

Growthcondition

新梢の生民批

Growthofnew

treetop

(、）

’2年目'3年目1年目

0．35

0．52

0．70

0．71

0．39

0．53

0．68

0．54

0．57

0．89

－

SO3鰻度

Concentration

(mg）

澗査地

No．

樹 商 生 長 鼠

eightgrowth

(、）

1年目 2年目 3年目

直径生長激(DBH）

Diametergrowth

(c、）

1年目 2年目 3年目

クローネ直径生長iIi

Crowndiameter

growth

(、）

1年目 2年目 3年目

47年0.237
48年0．220

47年
48年

０
０

237

220

O

l

０
２

0．17

0．18

0．23

0．44

0．05

0．41

0.2

0.9

0.5

0．8

0．1

0

4．80

2．35

4．85

2．45

4．80

2．58

0．24

0．19

0．40

0．62

47年0
48年0

208

164

０
３ 0．34 0．49 0．72 1．8 －1．3‐ 0.8 2.10 2．35 2．40 0．46 0．83

47年0
48年0

47fI

4841

０
０

201

196

４
今
〆
。

４
《
○
》

２
１

０
４

０
５

0．34 0．78

0．36

0．73

0．13

0.4

1．0

0.8

0.5

0.5

0.4

2．90

3．45

2．95

3．47

2．95

3．60

0．43

0．30

1．12

0．67

47をI
4811

47fl
48fl

０
０

０
０

183

175

137

081

０
６

０
７

0．31

0．43

0．24

－

0．56

0．34

－

0．66

0．4
－

0．3

0．4

0.2

0.5

0.3

4．53
－

4．81

4．65

4．92

4．70
－

4．90

0．30

0．63

0．55

0．99

47年0
48年0

47年0
48年、C

47年C

48年C

151

128

172

157

172

130

０
８
－
０
９
－
０
ｍ

0．38

0．33

0．43

0．48

－

0．47

0．56

0．73

0．57

0．85

1．0

－

0．9

0.4

0.5 ’0.6

q81Q6
0.710.5

3．63

3．92

3．55

3．65

－

4．10

3．60

3．70

4．20

3．63

0．44

0．45

0．49

0．86

0．80

0．99
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生 育状況

oftree

b

生 育状況

oftree

枝の生焚、
Growthofbrallch

長 さ

length（c、）
太 さ

volume

調査本数

Investigated
Number

猫害虫0の状況

Damagebyblightandnox10us

1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目

5～10 5～12 － 19 19 スギハダニ
スギノ、ダニ

クロホシカイガラ
－

20 20～3020～30 10 10 10 － －

25 25～3020～40 20 20 17 ﾐゾグサレ ミゾグサレ ハ チ カ ミ

5～10 15 5～10 20 20 18 －

25 一 － 20 20 ■■■■■■ ハ チ カ ミ

25 40～5020～40 20 20 20 － ハ チ カ ミ

25 25～8520～25 20 20 20 －

20～3025～5040～50 20 20 16 一 －

20～25

－

30

20～40

30～50

20

25

20

20

20

20

20

20

－

枝 の生災111
Growthofbranch

長 さ

length（c、）
太さ

volume

調 査 本数

Investigated
Number

癒虫害の状況

Damagebyblightandnoxious

1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 ’3年目

10 20～25 15 15 15 15

スギタマパエ

クロホシ

カ イ ガ ラ ’一

5～1015～2520～30 20 20 20 カイガラ多し － ’ ー

20～3020～2520～30 20 20 20
ダニ多し
クロホシカイガラ

－ ’ －

20～25

－

15

30

15～20

15

15

20

20

20

20

20

10

ダニ多し ’
’

ー

ー

15

30

15～20

25～30

15～20 20

20

20

20

20

20

ハダニ

クロホシカイガラ

スギタマパエ

－ ’ ー

スギタマパエ |廷夕
マ

20

20

25

20～30

15～20

20～40

15～20

24

32

20

20

17

20

20

17

20

20

17

’ ー

|ﾕギﾀﾏバｴ
|ｽギﾀﾏパｴ

スギタマバエ ’ －

無紫鯉カラ|葱ﾀ゙
スギタマバエ ’ 一
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表－12樹

T2lble－12

木の衰退

Changeofindicator

句

0

表－13

Tablc－13

樹 木の衰退

Changeofindicatorvolue

’
１
１

‘’ 儲筈窯雨I
葉の柵成 葉の色調

SO3濃度 調査
地 の ’ConpositioI1ofleaf CoIorofleaf

Concentration
No．

’ ’ ’’ ‐
１
１

(mg） 3年目3年目 2年目1年目 2年目 1年目
－

47年0.237
48年0.220 ’9’ ’

1

I’ ’ ’ ’’0.5 0.5 0.5 11 1 11 1

S O3濃度

Concentration

(mg）

調 澄
地の

No．

葉の構成
compositionofleaf

1年目 2年日 3年目

葉の色調
Coloro（leaf

1年目 2年目 ’3年目

47年0.714
48年0.370

K

1
1．5 1．5 1．5 2 2 2 2 2

47年0.395
48年0.321

Ｋ
２ 0.5 0.5 0.5 1 1 1 1 1

47年0.327
48年0.297

Ｋ
３ 0．5 0.5 0.5 1 1 1 1 1

47年0.419
48年0.406

47年0.502
48年0．480

47年0.276

48年0．193

Ｋ
４

Ｋ
５

Ｋ
６

1

1

0

1

1

0

1

ー

0

1．5

1

0

1．5

1

0

1．5

0

2

2

0

2

2

0

47年0.473
48年0.391

Ｋ
７ 0.5 0．5 0.5 1 1 1 0.5 0.5

47年0.191
48年0.155

47年0.194
48年0.146

Ｋ
８

Ｋ
９

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

47年0.190
48年0.130

Ｋ
ｍ 0 0 ’0 0 0 0 0 0

47年0

48年0

237

220

０
２ 0．5 0．5 0．5 0.5 0.5 ’0.5 0 0 0

47年0

4 8年0

4 7年0
4 8年0

47fl
48fl

Ｃ
Ｏ

47fl
484

０
０

208

164

196

244

196

183

175

０
３

Ｏ
４
－
Ｏ
５

０
６

0

0.5

0

0

0 ’ 0

唯
一
０
－
０

応
－
０
－
０

0.5

0

0.5

0

0．5

0

’
’

0．5

0

0．51q5
010

0

0

0

0

0

０
’
０

0

0

０
０

0

47年0
48年0

137

081

０
７

0 0 0 0 0 ’ 0 0 0 0

47年0
48年0

151

128

０
８

0 0 0 0 0 ’ 0 0 0 0

47列

48fl

０
０

172

157

０
９

0 0 0 0 0 ’ 0 0 0 0

47fi
48fI

０
０

172

130

Ｏ
、

0 0 0 0 0 ’ 0 0 0 0
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指標価の変化

valueoftreehealth

着葉 i it 新葉の仲ぴ
Volumeoflea［ Growthofnewtreetop

1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目

1 1 1 2 2 2

1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0

1 1 1 2 2 2

1 1 － 2 2

0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 1 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

指 標値の変化

oftreehealth

着 葉通 新 梢 の 伸 び
Volumeofleaf Growthofnewtreetop

1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目

1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

枝葉の変色柚
Discolorationofleaf

1年目 2年目 3年目

1 1 1

0.5 0．5 0.5

0.5 0.5 0．5

1 1 1

0．5 0.5 一

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

枝葉の変色枯
Discolorationofleaf

1年目 2年目 3年目

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

今
計 値l」

Total

21

1年目 2年目 3年目

9.5 9.5 9．5

5.0 5.0 5．0

3.0 3.0 3.0

8.5 8.5 8.5

7.5 7.5

0 0 0

3.0 3.0 3.0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

合 計値
Total

1年目 2年目 3年目

4.5 4.5 4.5

1．0 1．0 1．0

0．5 0.5 0.5

0.5 0.5 0.5

0.5 0.5 0.5

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0
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表－14葉中のいおう含丘

TabIc-14Sulfurcontentinleaf

lwliI
’ ’

い お う含低（乾物％）葉
令 Sulfurcontent（dry％）

leaf

age

●

月別
Month

46年皮
1971

月別
Month

47年度
1972

月ルリ
Month

48年度
1973

46年0．685

47年0．714

48年0．370

K

l

当
年

２
年

5
0.059～0.075

0．066

10
213

5
0.186～0.253

0.216

10
0.192～0．231
－－-一一一一一一一

0.209

2

5

9

2

5

9

0.171～0.213

0．191

0.049～0.067

0.059

0.148～0.213

0．181

0.212～0．

0．239

271

0．198～0.263

0．231

0.204～0．252
－－－

0．226

2

6

10

2

6

10

－

一

46年0．368

47年0．395

48年0．297

Ｋ
２

当
年

２
年

5
0.030～0.060

0．047

10
0.072～0．128

0.096

5

10

’
’

0.095～0.139

0．112

0.098～0．155

0．121

2

5

9

2

5

9

0.040～0.058

0.049

0.076～0．115

0.093

0.108～0．145

0.123

0.092～0．140

0．110

0.092～0．158

0.110

2

6

10

2

6

10

0.068～0．112

0.086

0.051～0．061

0.055

0.068～0.099

0.078

0.095～0．135

0．112

0.099～0．136

0．115

0．101～0．135
－

0．118

46年0.182

47年0.395

48年0．297

K

3

当

年

2

年

‘｜型淵墾’
10

5

10

’

’
’

0.079～0．123

0.091

0.081～0．131

0．108

0.093～0.132

0．112

2 ’
|，’
|，’
’

’

2

5

’

0.094～0．138

0．107

0.041～0.057

0.047

0.076～0.111

0．091

0.085～0．161

0．109

２
－
６
ｌ

Ｉ
Ｌ
|”

１
１
’

|,’
|型§諦些’

|，’
0.096～0．137

0．111

6 ’
|”’

0.075～0．121

0．096

0.038～0.045

0．041

0.081～0．103

0.089

0.074～0．121

0.097

0.085～0．135

0．101

0.089～0．165

0．114
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’
|w陰’

’
いおう含通（乾物％）

葉
令 Sulfurcontent（dry％）

leaf

age

月別
Month

46年度
1971

月別
Month

47年度
1972

月別
Month

48年度
1973

46年0.396

47年0．419

48年0.406

Ｋ
４

当
年
年

5
0.048～0．063
－＝一一一

0.056

10
0.097～0.113

0．103

5
0.107～0．
－－

0．121

141

10
0．108
ｰ－－

～0．154

0．124

2

5

9

2

5

9

0.070～0．131

0.098

0.043～0．061
－

0．049

0.091～0．127

0．101

0．105～0．151

0．124

0．109～0．144

0．119

0．109～0．

0．127

144

2

6

10

2

6

10

0．081～0．110

0．097

0．046～0.053

0．050

0.085～0．106

0．098

0.086～0．

0．117

128

0．109～0．134

0．119

0．113～0．

0．128

161

46年0.444

47年0．502

48年0．480

46年0.229

47年0.276

48年0.193

K

5

K

6

当

年

2

年

当

年

2

年

5

10

5

10

5

10

5

10

１
１

’
’

’
’

’
’

0.048～0.069

0.056

0.079～0．118

0.092

0.095～0．143

0．115

0.095～0．137

0．111

0.031～0．

0.037

046

0.049～0．071

0.055

0.058～0．078

0.066

0.059～0.083

0．067

|’’
|，’
|，’
|’’
’
’

5

9

■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
９
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
Ｉ
Ｊ
Ｉ
’
．
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ

|’’
’
’
’
’

5

9

2

5

１
１
’
’

|，’

0.095～0．149

0．115

0.051～0.067

0.055

0．081～0．117

0.099

0．105～0．161

0．129

0.105～0．163

0．128

0．107～0．182
－

0．140

0.060～0．102

0.080

0.033～0.045
一

0.039

0.069～0．106

0.082

0.081～0．128

0．

0.098

068～0.098

0．081

0.081～0．115

0.094

|，’
’

|”’
'1’
|‘’
|”’
|’’
'．’
|”’
'．’
|‘’
|”’

－

－

－

－

－

－

－

0.059～0．106
＝－－一一

0.077

0.030～0.036

0．

0．033

059～0．081

0.070

0.075～0．105

0.087

0.076～0．120

0．091

0.085～0．121

0．104
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当

K 年

2
9

01型§瀞ヂ
年

｜ ｜ ， ’ |”’ ’
0．060 063～0．

0．071

0800．

PbO2 SO3

(mg）

調
壷
地

No．

葉
令

leaf

age

いおう含ハヒ（乾物％）
Sulfurcontent（dry％）

月別
Month

46年庇
1971

月別
Month

47年庇
1972

月別
Month

48年度
1973

46年0.418

47年0.473

48年0．391

Ｋ
７

当
年

2

年

5

10
0.064～0.083

0.070

5
0.094～0．125

0．105

10
0.095～0．129

0．111

2

5

9

2

5

9

0.095～0．126

0．110

0． 046～0.059

0．051

0.085～0．123
－1－一一一一■一

0．103

0.095～0.153

0．129

0.098～0．128

0．101

0.109～0．158

0．125

2

6

10

2

6

10

0.096～0．115

0．106

0.041～0．051

0.044

0.076～0．113

0.093

0.097～0．126

0．110

0.095～0．125

0.113

0.099～0．143

0．124

46年0．137

47年0.191

48年0．155

Ｋ
８

当

年

2

年

5
0.031～0.043

0.036

10
0.051～0.068

0．059

5
0.056～0.083

F－－

0．067

10 ’
0．064～0.080

0.069

2

5

9

2

5

9

0.046～0.075

0.060

0． 029～0.044

0．036

0.060～0．100

0．076

0.062～0．081
－←÷－

0.072

0.070～0.092
一一一一

0.077

2

2

6

10

0.048～0.080

0．062

0.026～0.035

0．031

0.046～0．060
－－－

0．052

0.058～0.075

0.064

0.061～0.078

0．067

0.063～0.081

0.070

5 ’
0.034～0.050

0．038
2

0.048～0．071

0.058
2

0.047～0．070

0.059

10

5

’

’

0.043～0．068

0．055

0.060～0．081
－－ず－

0.069

|‘’
|，’
|，’

0.030～0．045
－－－一一

0.0

0．037

0．056

0.055～0.089
＝－

0．083

|‘’
|”’
|’’

0.028～0.035

0．031

0.045～0．061

0.052

0.058～0．078

0.066
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表－15葉［I 」のいおう含ik
THbIe－15Sulfurcontentinleaf

』

PbO2SO3

(mg）

渦
在
地

No．

葉
令

leaf

age

いお う 含量（乾物％）
Sulfurcontent（dry％）

月別
Month

46年度
1971

月別
Month

47年度
1972

月別
Month

48年度
1973

46年0．146

47年0.190

48年0．130

Ｋ
、

当
年

２
年

5
0.027～0．046

－－

0．033

10
0．048～0.073

0.057

5 ’
0.048～0.073

10 ’
’

0.056

0.051～0.083

0．061

2

5

9

2

5

9

0.046～0.067

0.054

0.028～0．

0．034

040

0.038～0.067

0.052

0.046～0．

0．061

078

0．048～0.073

0.057

0.048～0.078

0．062

2

6

10

2

6

10

0.041～0．061
－－

0．050

0.025～0．031

0.028

0.055～0．071

0．061

0.056～0.076

0.065

0.060～0.080

0.069

Pb2SO3

(mg）

調
在
地

No．

葉
令

leaf

age

いおう含量（乾物％）
Sulfurcontent（dry％）

月別
Month

46年度
1971

月別
Month

47年皮
1972

月別
Month

48年度
1973

46年0．141

47年0．237

48年0．220

O

l

当
年

２
年

5
0.040～0.058

0.048

10
0.070～0．128

0．092

5
0.098～0.146

0．116

10
0.101～0．135

0．113

2

5

10

2

5

10

0.051～0.066

0.056

0.075～0．142

0.094

0．105～0．139

0．120

0.079～0．169

0．111

0．101～0．145

0．121

2
0.065～0．105

0．080

6
0.042～0.060

0．049

2
0.081～0．127
‐ －

0．105

6
0.080～0．128

0．105
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(乾物％）
（dry％）

いおう含量
Sulfurcontent

ｆ
ｅ

葉
令
腫
返●

調
査
地
恥

Pb2SO3

（mg） lMl|“岳,“|舟"M’
48年度

1973
47年度

1972
月別
Month

塑淵壁｜’’，’ |‘’
0.072～0．143 0.070～0．101

●

0．103 0．084
当

|‘’|‘’'｡’
0.078～0．143 0.052～0.071 0.049～0.06046年0．141

0.0540.0590．102

0 年

’|”’
0.073～0．138

0.099

47年0．237

‘’ |，’ |’’
0.081～0.1300.095～0．153 0.098～0．163

0．1050．119 0．1242
2

"’ 葵’．’ 型｜‘’
0.098～0．148 0.103～0．160 0.085～0．136

48年0．220 0．1070．120 0．129

年

|”’ ’
0.095～0．160

0．126

46年0．131

0

47年0．208

，’ |,’ |’’
0.076～0．153 0.072～0．1070.095～0．128

0．1070．118 0．0882
3

"’ |‘’|‘’
0.085～0．130 0.103～0．161 0.069～0．109

48年0．164 0．102 0．0890．121

年

|”’ ’
0.103～0．127

0．117

|，’，’ |,’
0.036～0.050 0.071～0．1000.071～0．120

0.043 0.088 0.087
当

|，’ 梨｜‘’"’
0.034～0．0410.081～0．109 0.040～0.05846年0．195

0.037 0.0530.090
℃

0 年

|”’ 哩詰製’
47年0．201

'。’ |，’‘’
0.078～0．1190.068～0．121 0.095～0．134

－ －

0．1130．091 0．09924

‘，’ |‘’"z語:判．’
0．081～0．1230.090～0．121

48年0.196 0．107 0．102

年

|”’ ’
0.104～0．131

0．114
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’
|w侭

’
丑（乾物％）含

蛇、

いおう

nt（〔lry％）Sulfurco

月別
Month

46年度
1971

月別
Month

47年皮
1972

ﾉj別
Month

48年度
1973

46年0.114

47年0．244

48年0．196

０
５

当
年
２
年

5
0.028～0.044

0.035

10
0.065～0．125

0.082

5 ’
0.058～0．116

0.082

10
0.065～0.094

0.078

2

5

10

2

5

10

0.073～0．113

0.089

0.035～0.046

0.038

0.073～0．107

0．089

0.103～0．125

0．111

0．101

0.107～0．135

0．120

2
0.076～0．105

0.087

6
0.050～0.062

0.055

2
0． 084～0.110

0．098

6
0.086～0．121

0．101

０
６１
１
１
Ｉ
Ｉ

46年0.116

47年0.183

48年0.175

当
年
年

5
0.031～0.062

0.040

10
0.061～0.092

0.075

5

10

’
’

0.057～0．113

0.073

0.060～0.099

0.076

2
0.059～0．

0．075

093
－

5
0.033～0.053

0.039

10
0.059～0．103

0．074

2

5

’
’

0.073～0．117

0．095

0.076～0．110

0．095

10 ’
0.088～0．128

0．106

2
0.069～0．081

0．074

6
0.040～0．048
－－－画一

0．043

2

6

0.071～0●
’

0.085

101

0.075～00102

0.086

46年0．076

47年0．137

48年0．081

１
１
‐

１
０

0

7

当

5

10

’
’

0． 028～0.046

0．034

0.040～0．071

0.053

|,’
|，’

0.045～0.067

0.053

0.025～0．045

0.032

鞭｜｜”|哩鵠型
~;~|~ざ|幽器型｜’|叫拶

年

10 ’
0．051～0.076

0．059 |，’
10 ’

0.033～0.070

0．048

0.045～0．081
一一

0.056

I
１
１
’

2

6

2

6

’
’

’
’

0.040～0．051

0.046

0.026～0.030

0．028

0.048～0.068

0.056

0.050～0．071
一

0．055
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や

p

Pb2SO3

(mg）

調
査
地

No．

葉
令

leaf

age

いおう含 鼠 （ 乾 物 ％ ）
Sulfurcontent（dry％）

月別
Month

46年皮
1971

月別
Month

47年度
1972

月別
Month

48年度
1973

46年0．105

47年0．151

48年0．097

０
８

当
年

２
年

5
0.029～0．056

0.037

10
0.042～0.070

0.053

5
0.049～0.078

0.056

10
0.051～0.082

0.062

2

5

10

2

5

10

0.044～0.078

0．060

0.030～0.052

0．039

0.048～0.095

0．067

0.051～0.081

0.065

0.054～0.092

0.068

2
0.057～0．071

0．062

6
0.030～0．038

0．032

2
0.057～0.072

0.063

6
0.060～0.073

0.065

46年0．097

47年0．172

48年0．157

０
９

当
年

２

年

5
0.028～0． 051

0．035

10

5
0.046～0.077

0．060

10
0.050～0.077

0.063

2

5

10

2

5

10

0.043～0．081

0.056

0.030～0.045

0.036

0.041～0.080

0．054

0.059～0.081

0.069

0.055～0．081

0.069

0.056～0.089

0.073

2
0.054～0.066

0．059

6
0.028～0.034

0．031

2
0.057～0.075

0.064

6
0.060～0．073

0.066

46年0．125

47年0．177

48年0．130

Ｏ
、

当
年
年

5
0.028～0.037

0．032

l｡’幽鵠四

5

10

|凹坐:元:坐
’

0.050～0．081

0.060

2

5

10

2

5

10

0.044～0.075

0.056
2

0．051～0.060

0．055

0.028～0．041

0.034

0.042～0．074
－－－

0．054

0.058～0.079

0.067

0.060～0.075

0.066

0.065～0.076

0．069

|‘’
’
|，’
|‘’
’

0.025～0.031

0.028

0.050～0．064

0.057

0.052～0.063

0.058
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示されたものと考えられ，図－7と図－5，6を比較

した場合にこのことがよく砿総される．図－7には同

一樹諏（スギ）を取扱った澗山の汚染を比較のため図

示した．距離的には北九州で17km地点の平尾台ま

では商い汚染が観測され，その背面は低くなる．大牟

田は余り高くなく，いおう鞍化物濃度0.2～0.25から

0.15に向って減少する．汚染源から30kmはなれた

非汚染地帯と思われる附近でも0.1～0.15の波度があ

り，この点富山県と比較して全体的に県下のいおう酸

化物濃度が高いように思われる．

2ケ年で年別の比較をすれば同椴の傾向が見られる

が全体からみると47＞48年の傾向がある（図－10，

A－4）．

4－2樹木の生育と汚染

各実態調査地のスギの生長と汚染の関係は本研究で

は直接的にはっきりした結果はI偲められなかった．図

－10，A－1，A－2に示すように樹商，胸間生長

についても他因子の影響が大きく，はっきりしない．

直径を例にとって示したものが図－8である．生育関

係については色々な因子について調査を実施したが，

特にその中で影響が出易いものとして考えられたもの

が，表－1に示した樹勢衰退指概値である．莱吐は汚

染地に行けば少なく，しかも葉の寿命が短かい傾向が

見られ葉色も悪くなっている場合が多い．この傾向は

マツについてよく目につくことであるが，スギの場合

も同傾向であると思われ，枝先に葉が集中したように

ついて，樹冠内部に葉が少ない現象となる．

又各調査地内のスギではっきりした可視的いおう酸

化物による被害斑はスギ葉に見られなかった．K－1

で莱先変色が46年叉に認められたのはいおう酸化物

による被害に酷似したものであった．しかしながら，

その後新しくはi偲められなかった．

このようなことから，各因子の組合せにより樹勢衰

退指標値を適用することにして，いおう酸化物による

彫郷の検討を行った．図－9，｜測一10,A－3は指標

値と汚染度を北九州，大牟田の|旧和47,48年の分に
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たりしており，汚染資料がなく検討されないが，戦争

中等は生長が悪いような気もする．その時代の経済活

動と汚染等考えられるが，各年輪別にある種の物質を

対象に分析することにより，或湿度の関係も分るかも

しれない，)．又X線による比亜測定法も開発されてお

り利用出来ると云われている'0)．

4－3葉中いおう含量と汚染

植物が大気汚染を受けている度合を知る決め手とな

る1方法に植物体分析がある．

大気汚染の場合は主として葉分析が行なわれいおう

酸化物の場合はいおう分析フシ化水素の場合はフッ素

分析を行う．同化作用の際にこれらのガスを吸収し，

葉中に蓄積するもので，ガスの諏類によってその蓄積

の状況も変ってくる．また葉（試料）のとり方によっ

てその含批に変化があるのは当然である．樹木の葉は

落葉樹のように1年生（正確には6ケ月余）のものか

ら常緑樹のように2～4年生の災をつけているものも

ついて図示したものである．かなりのバラツキがある

が，全体的には正の相関関係が縄められ，二駿化鉛法

S030.3～0.4mg以上では衰退現象が認められ，0．2

以上で影響しはじめるように思われる．段林等')はマ

ツの場合PbO2値0．3が汚染の影響しはじめる限界

としているが，スギはむしろ被害限界点0.4附近とな

ると考えられ，竹原等'3）もスギの場合PbO2随0．4

の地点を被害限界点と報告している．この限界点の差

は，スギとマツのいおう酸化物に対する強弱に起因す

るものと考えられるが，はっきりするためには今後の

研究が必要であろう．

生育期間を長期的に見る必要があり，長年月の生長

を見ることは汚染資料不足から検討出来ないが，大牟

田のNo．1の48年生のスギの標準木を常法により

樹聯析解し，直径樹高の連年生艮を図示したものが図

－11である．この例より，云々することは出来ない

としても，ある時期に生長が悪くなったり，良くなつ

①

凸

FUKU◎KA

弘
叩

一

S

昌望鯵砦妻烹
0,1 NcwIeof

NewIep↑
5－6F1
口 凸

5060
0

102030．40

SO3m9ﾉdoyノ10Ocm2PbO2
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ある．従って葉令，採取時期，位侭郡によって含有:11t

が変る．しかしながら，フッ素の様に被fi脈)所に集獄

するといった現象はいおうの場合はないように思われ

る．

葉Il1いおう含晒は我－14，15に示した通りであ

る．大気汚染との関係を図-13に示し，洲11県の例を

図－14に示した．凶－13で北九州，大牟田の当年

葉，2年葉について有意の相関が認められ，次の回帰

式で表すことが出来た．

当年蕊（5～6月）

Y＝0.0469x＋0.0326γ＝0.5600*事事

〃（9～10月）

Y＝0.1584x十0.0424γ＝0.77754**率

2年葉（5～6月）

Y＝0.1973x＋0.0477γ＝0.8193**＊

〃（9～10月）

y＝0.1978x＋0.0497γ＝0.8430率車＊

る．又2年葉はいおう含賦の増減はあっても少なく，

PbO2値の変化にともなう葉中いおう含趣はほぼ同様

な傾向が認められた・

4－4衰退状況といおう含量

先に衰退状況を表－12，13に示し，汚染源からの

距離と衰退指標値の関係は，汚染源に近い程大きな値

を示しており，大気汚染と或程度の関連をもって進ん

でいることを示した．

これは図－9から一応の相関が認められる・衰退指

棟倣といおう含量の関係を図一'4で示した．この図

は昭和47,48年の指標値合計と当年葉9～'0月のい

おう含量を対比したものである．低含量（0.05％）

附近では健全なスギの生育が見られ，0．’％程度では

健全なものから衰退の進んでいるものまで変化に富ん

でいる．0．2形になると資料は少ないが衰退が進んで

いることを示している．尚この関係は多数例によって

今後明確にする必要があると考えられる．

I

5 ． 摘 要

大気汚染とスギ林分との関係を北九州，大牟田地域

において3ケ年にわたり調査し，ほぼ次のような結果

が得られた．

PbO2値（Y）の瑚加にともなう葉中のいおう含量

(x）をみると5～6月の当年葉のいおう含iiiの瑚加割

合は少ないが，9～10月にかけて多くなっている．即

ち5～6月から9～10月にかけて瑚加すると考えられ
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（1）大気汚染関係

山地のいおう酸化物濃度は汚染源からはなれる程減

少するが，汚染源側と反対側ではかなり，波度差があ

る．汚染源から障害物の少ない直接の山の汚染源側は

意外に高い漉度が観測される（平尾台）汚染源と殆ん

ど無関係の地域でもPb020.1～0.15の濃度が観測

される．

（2）スギ生長関係

大気汚染とスギ生長の直接的関係は他因子の影騨が

あって，認められなかった．又可視的被害も殆んど認

められなかった．これに代るものとして衰退指標値で

検付した結果，PbO2値0.3～0.4でスギ衰退が現れ

はじめ，0．4を被害限界濃度と見てよいと思われる．

（3）いおう含迅関係

スギ葉中いおう含型は0.027～0.271％の範囲とな

り，汚染地程多く含まれている．その関係回帰式は次

の通りである．Y：いおう含量x：いおう酸化物濃度

(PbO2値）

当年葉（5～6月）

Y＝0.0469x＋0.0326γ＝0.5600**難

〃（9～10月）

Y＝0.1584x＋0.0424γ＝0.7754**識

2年葉（5～6月）

Y＝0.1973x＋0.0477γ＝0.8193瀬*率

〃（9～10月）

Y＝0.1978x＋0.0497γ＝0.0.8430**＊

当年葉5～6月から9～10月の間にいおう含量が

増加し，2年葉はそれほど多くならない．いおう含量

0.2％以上ではスギの衰退が認められ，0．1％では健

全に近いものから衰退しはじめているものまで存在し

た．
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Summary

Wehaveinvestigatedthedistributionalpatternofairpollutiononforestland

surroundingtOsmorkesourcesofKitakyushuandOmutaregions,andtherelation

betweeninfluenceofairpollutionandgrowthofSUGI（Cr〃、me"αノapo"ICα・DC"）

standswhichismainplantedtreeinthisregions・Theresultsofinvestigation

(1971～1973）areasfollows．

（1）Distributionpatternofairpollution
Concentrationsofsulfuroxidesonforestlanddecreasecorrespondtodistance

fromsmorkesources，butinmountainregionsitsvaluebecomerelativelyhigh

onfrontfacesideofslopeandlowonbackside，Especially，onthetopand

neighborhoodofhighreliefmountainriseddirectlyagainstsmorkesources，it
wasobservedunespectedlyhighvalue（KitakyushuNo､7：Hiraodai)．Evenon

thedistantregionsseemednopollution，sulfuroxidesconcentrations（Pbo2
methods）wereobservedO､1～0.15

今

b
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（2）GrowthofSUGI

TheclearrelationsbetweenairpollutionandgrowthofSUGIwerenot

observedbydisturbanceofotherenvironmentfactors，andverylittlewas

observedaboutsightdamagebysulfuroxides・Butontheresultexaminedby

indicatorvalueoftreehealth，itwasl･ecognizedthatdeclineofSUGIstartat

PbO2valueO､3～0．4．Therefol｡e，itseemsupperlimitconcentrationofsulfur

oxidestoSUGIhealthis0．4inPbO2value．

（3）Sulfurcontentsinleaf

SulfurcontentsinSUGIleafrangedfrom0.027％to0.271％bydifferenceof

ageofleafandseasons・Theregressionequationbetweenconcentrationofair

pollution（x）andsulfurcontcnts（】'）andcoe髄ciGntofcorrelationareasfollows；

I

L

leaf（May～June）Y＝0.0469x＋0.0326,γ＝0.5600**＊

leaf（Sept～0ct）γ＝0.1584x＋0.0424,γ＝0.7754**＊

yearoldleaf（May～June）γ＝0.1973x＋0.0477γ＝0.8193**＊

ycaroldleaf（Sept～0ct）Y＝0.1978x＋0.0497γ＝0.8430**＊

variationofsulfurcontentshaveatendencyofincreasedfromMayto

butthistendencyismoreclearinnewleafthantwooldageleaf．

帥
帥
晒
ｗ

Ｎ
Ｎ
Ｔ
Ｔ

Seasonal

October，
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